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神戸市中央区山本通1-7平(北野坂）
TEL､078-221-3170

FAXO78-221-9427
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ＤｅａｒPrincess

ショップリスト
（京阪神地区）

三宮店
恋078-391-3918

元町店
遍078-322-0761

さんちかタウン店
壷078=331-1331

大丸梅田店
窓O6-6343-4140

阪急三番街店
冠06-6372-1611

エストー1店
垂06-6372-3357

心斎橋OPA店
冠06-6282-8036

なんばCITY店
壷06-6644-2899

ラ･セレナ店

壷06-6625-2453

四条河原町阪急店
蛮075-211-6ｸｸｸ

殉瞳W1ERpuP
神戸市中央区布引町1-1-10
壷(078)222-3641(代）
httpWwww，ismgroup･ＣＯ,ｌｐ ，

〒、
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①神戸青年会議所理事長キラン｡Ｓ・セティ氏キッズランドのフェイスペインティング

恥恥

鶏
帆

神戸ダンシングカーニバル

2400個の提灯が夜のメリケンパークを飾る夢提灯祭

jfM

;職齢

芋

神戸・港みこし

戸詞

段ボールで組み立てた巨大帆船

』

灘 鍔醇廻ロ兵
電一・，侭矯一曲．ｈ

碗；噸

蝶
１
百
嘉
図
！

一一

ミューコンサート

濯
町
こ
う
べ
２
０
０
４
個
の
提
灯

汐
風
の
中
で
納
涼
感
を

Ｋ
Ｏ
ｂ
ｅ
Ｌ
Ｏ
Ｖ
ｅ
Ｐ
Ｏ
ｒ
ｔ
み
な
と
ま
つ
り
２
０
０
３

本
年
度
よ
り
「
海
の
日
」
が
っ
て
終
始
大
賑
わ
い
。
ス
テ
ー

７
月
第
３
月
畷
日
と
な
り
、
連
ジ
に
は
市
民
が
参
加
し
て
、
子

休
化
さ
れ
た
こ
と
か
ら
全
国
の
供
か
ら
大
人
ま
で
が
、
楽
し
い

港
町
で
「
海
フ
ェ
ス
タ
」
が
開
ダ
ン
ス
を
披
露
し
た
。

催
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
７
夕
陽
が
沈
む
頃
に
は
、
メ
ジ

月
加
日
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
ヤ
ー
デ
ピ
ュ
ー
を
果
た
し
た
ミ

（
社
）
神
戸
青
年
会
議
所
が
主
１
１
、
我
那
覇
美
奈
が
登
場
。

催
と
な
っ
て
「
み
な
と
ま
つ
り
汐
風
に
吹
か
れ
、
涼
し
気
な
シ

２
０
０
３
」
が
行
な
わ
れ
た
。
－
サ
イ
ド
コ
ン
サ
ー
ト
の
ム
ー

会
場
と
な
っ
た
メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ド
を
い
っ
そ
う
盛
り
上
げ
た
。

ク
で
は
、
港
町
神
戸
を
思
わ
せ
会
場
に
つ
め
か
け
た
観
客
か
ら

る
賑
や
か
な
イ
ベ
ン
ト
が
く
り
も
そ
の
澄
み
渡
っ
た
歌
声
に
大

広
げ
ら
れ
た
。
満
足
の
様
子
。

神
戸
港
へ
の
感
謝
と
繁
栄
を
ま
た
２
４
０
０
個
の
提
灯
を

祈
っ
た
「
神
戸
・
港
み
こ
し
」
、
集
め
た
「
夢
提
灯
祭
」
も
幻
想

子
供
た
ち
に
人
気
だ
っ
た
フ
ェ
的
な
ム
ー
ド
を
演
出
。
冬
の
ル

イ
ス
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
や
バ
ル
ミ
ナ
リ
エ
に
も
負
け
な
い
よ
う

－
ン
ア
ー
ト
、
段
ボ
ー
ル
を
組
な
光
の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
が
メ
リ

み
立
て
た
巨
大
帆
船
。
ま
た
各
ケ
ン
パ
ー
ク
を
彩
っ
た
。
夏
の

国
料
理
が
軒
を
連
ね
る
国
際
屋
新
し
い
集
客
イ
ベ
ン
ト
と
し

台
で
は
、
世
界
の
珍
味
を
一
同
て
、
来
年
以
降
も
大
き
な
期
待

に
味
わ
う
こ
と
が
出
来
る
と
あ
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

繋蝿匪浬Eiijz回｡量舗

樋

』

我那覇美奈コンサート
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⑪神戸 ファッション都市宣言30周年記念

､

､（

｡

シ
リ
ー
ズ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

田
崎
俊
作
〈
田
崎
真
珠
（
株
）
社
長
／
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
協
会
会
長
〉
に
き
く

ｌ
神
戸
が
一
体
と
な
っ
て
フ
ァ
ッ
シ
選
別
に
は
適
さ
な
い
．
そ
の
神
戸
で
一

ヨ
ン
都
市
を
目
指
し
て
き
て
鋤
周
年
、
生
懸
命
事
業
を
し
て
き
た
だ
け
で
、
フ

い
か
が
で
す
か
。
ア
ッ
シ
ョ
ン
都
市
だ
か
ら
と
い
っ
て
特

田
崎
国
際
性
や
独
自
性
が
あ
る
「
神
別
に
何
か
を
し
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。

戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」
の
良
さ
と
い
う
の
そ
れ
は
他
の
企
業
も
同
じ
だ
と
恩
う
け

は
、
訓
年
前
か
ら
あ
っ
た
も
の
だ
と
思
ど
◎

う
。
真
珠
に
限
っ
て
い
え
ば
、
神
戸
の
大
阪
、
京
都
と
は
ま
た
ち
が
っ
た
、
独

光
、
海
か
ら
の
光
と
緑
の
あ
る
山
か
ら
特
の
「
神
戸
ら
し
さ
」
が
昔
か
ら
あ
つ

の
光
と
い
う
の
は
、
真
珠
に
最
適
。
ピ
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
神
戸
の
デ
ザ
イ
ナ

ル
街
で
は
光
線
を
は
じ
く
か
ら
真
珠
の
－
は
奮
起
し
て
ほ
し
い
ね
。
全
国
で
、

ス
リ
ム
な
時
代
、

直
感
力
を
大
切
に

毒
ｈ
壷

Ｉ

謙譲

灘鋤‘

世
界
で
勝
負
し
て
ほ
し
い
。

ｌ
田
崎
真
珠
は
早
く
か
ら
東
京
に
進

出
し
て
い
ま
し
た
ね
。

田
崎
そ
れ
は
行
っ
て
よ
か
っ
た
と
思

う
。
東
京
は
や
は
り
文
化
・
経
済
の
中

心
地
だ
っ
た
か
ら
、
新
し
い
も
の
に
対

し
て
非
常
に
反
応
が
早
い
。
神
戸
ブ
ラ

ン
ド
は
み
ん
な
東
京
で
勝
負
し
て
い
る

け
れ
ど
、
こ
れ
か
ら
も
ど
ん
ど
ん
出
て

い
っ
て
ほ
し
い
ね
。

今
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界
で
は
企

業
が
直
営
す
る
小
売
店
や
、
食
品
メ
ー

カ
ー
が
直
営
す
る
喫
茶
店
な
ど
が
増
え

た
ね
。
流
通
革
命
だ
と
思
う
。
戦
後
、

繁
栄
し
続
け
て
き
た
日
本
は
大
き
く
な

り
す
ぎ
た
。
こ
れ
ま
で
は
拡
大
ば
か
り

だ
っ
た
か
ら
、
縮
小
・
均
衡
の
時
代
に

な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
小
さ
く
て

も
、
中
身
が
よ
く
て
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ

て
い
る
こ
と
。
ぼ
く
は
拡
大
の
方
が
好

き
だ
け
ど
、
縮
小
と
い
う
の
は
、
ぜ
い

肉
を
と
っ
て
ス
リ
ム
に
な
る
と
い
う
こ

と
だ
か
ら
、
決
し
て
嘆
か
わ
し
い
傾
向

で
は
な
い
と
思
う
ね
。
そ
れ
で
も
人
間

の
欲
は
変
わ
ら
な
い
。
お
い
し
い
、
美

し
い
と
感
じ
る
こ
と
は
変
わ
ら
な
い
。

今
の
若
者
は
そ
う
い
う
こ
と
を
直
感
す

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
直
感
力
が
大
切

に
な
る
と
思
う
。
そ
の
中
で
、
わ
れ
わ

れ
は
い
か
に
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
考

え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
う
ね
。

４
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神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

如
月
詣
日
（
木
）

兵
庫
県
公
館

’
衣・食・住。遊

閉山１
－墨女も

■

神
戸
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
２
０
０
３
Ａ
Ｗ

ｑｔｌｌ８１１

ｉ６曲

１
毒

神戸･ファッション者『市宣言３０周年記言念事業

神戸｡ファッション都市宣言30周年を記念し、

来年３月までの間.とりわけ今秋を中心に、

多彩なイベントが開催される。

凸

｢神戸コレクション2003ｓS｣より

５

Ｆ
”
ロ

８
月
即
日
（
土
）

神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
マ
ー
ト

海
外
ブ
ラ
ン
ド
と
国
内
ブ
ラ
ン
ド
、
約

巧
ブ
ラ
ン
ド
が
勢
揃
い
。
ゲ
ス
ト
に
神

田
う
の
を
迎
え
、
雑
誌
「
Ｖ
ｉ
Ｖ
ｉ
」

の
人
気
モ
デ
ル
も
シ
ョ
ー
に
参
加
。
チ

ケ
ッ
ト
は
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
、
シ
ョ
ッ

プ
店
頭
で
発
売
中
。

胃
ｇ
》
ご
日
冨
●
旨
岸
◎
胃

壷
０
６
（
６
３
５
７
）
３
９
９
５

（
サ
ウ
ン
ド
ク
リ
エ
ー
タ
ー
）

如
月
調
日
（
日
）

神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
美
術
館
オ
ル
ビ
ス
ホ
ー
ル

「
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」

や
「
Ｋ
Ｄ
Ｃ
」
に
参
加
し
た
中
か
ら
、

特
に
優
れ
た
数
人
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
よ

る
記
念
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。
パ
ー
ル
、
ケ

ミ
カ
ル
シ
ュ
ー
ズ
等
と
の
コ
ラ
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
も
話
題
。

の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
大
規
模
に
。

宮＝

即
周
年
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

もり

グ
ル
メ
フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル

ｊ
《
・
一
軍
一
一
雪
四
一
二
》
一
・
・
画
”

▲
ViViモデル岩堀せり

９
月
聖
日
（
月
）
翠
日
（
火
・
祝
）

神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル

洋
菓
子
、
灘
の
酒
な
ど
、
神
戸
な
ら
で

は
の
食
文
化
、
兵
庫
県
下
の
地
場
食
材

が
一
堂
に
。
今
年
は
メ
モ
リ
ア
ル
な
食

「
神
戸
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
２
０
０
３
Ｓ
Ｓ
」
よ
り

生
活
文
化
産
業
の
振
興
に
向
け
た
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
。
神
戸
と
イ
タ
リ
ア
で
の
産

業
の
成
功
の
秘
訣
を
探
る
、
今
後
の
神

戸
の
生
活
文
化
振
興
を
探
る
、
の
２
つ

を
テ
ー
マ
に
。

９
月
聖
日
（
月
）
詔
日
（
火
・
祝
）

ポ
ー
ア
イ
を
明
る
く
照
ら
す
「
花
あ
か

り
」
イ
ベ
ン
ト
を
、
設
立
加
周
年
を
迎
』

壁
蛙
嬬
胸
翌
濡
弗
馳
識
挙
睡
。
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
の
バ
ー
ゲ
ン
や
、
随

「
マ
マ
の
手
作
り
子
供
服
」
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
シ
ョ
ー
も
同
時
に
開
催
。

神
戸
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

＊
花
あ
か
り
フ
エ
ス
タ
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弔
邑
巽
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①
。
①
の
シ
員

弓
馬
◎
自
国
（
写
⑦
閃
曾
烏
詳
冨
弔
局
＆
①
自

塚
脇
淳
室
×
ね
ｍ
の
巨
大
な
ド
ロ
ー
ィ
ン
グ
」

｢FromtheEarthProject」は、森林の間に拓かれた地平線の見え
る場所に、樹木と同じ高さ、約22ｍの巨大彫刻を設置するという
プロジェクト。

このプロジェクトを実現するためには、まず実物大の設計図が必

要となる。それに先駆け、西宮市立香櫨園小学校6年生の協力を
得て、学校の体育館を使ってワークシヨップを行なった。約22×
１９ｍの巨大なドローイングを制作することで、実際の大きさを体

験し、完成イメージを共有しようという試みである。
（西宮市大谷記念美術館「塚脇淳展」より）
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＝－

塚
脇
淳
（
つ
か
わ
き
じ
ゅ
ん
）

１
９
５
２
年
京
都
府
園
部
町

生
ま
れ
。
京
都
市
立
芸
術
大

学
彫
刻
専
攻
卒
。
大
学
在
学
中
、

石
彫
を
始
め
る
が
、
彫
刻
に

使
う
の
み
の
先
を
毎
晩
火
造

り
し
て
い
た
と
こ
ろ
鉄
に
惹

か
れ
始
め
、
そ
の
後
加
年
以

上
に
わ
た
り
鉄
に
よ
る
彫
刻

を
制
作
し
て
い
る
。
京
展
美

術
懇
話
会
賞
、
エ
ン
バ
賞
美

術
展
優
秀
賞
な
ど
受
賞
多
数
。

神
戸
・
北
野
の
「
Ｃ
Ａ
Ｐ

Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
も
中
心
的
に
活
動
。
「
Ｃ
Ａ
Ｐ

Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
で
は
、
塚
脇
の

鉄
作
品
が
随
時
鑑
賞
で
き
る
。

ご息＝

ー

７

一一

～
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L男

闇

※
問
い
合
わ
せ
先

神
戸
市
企
画
調
整
局
調
査
室

壷
０
７
８
１
３
２
２
１
５
０
３
７

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

コ
ヰ
ロ
ミ
ミ
ミ
ミ
・
茸
，
六
○
ｐ
の
．
○
己

神
戸
医
療
産
業
都
市
構
想
に
お
け
る
新
た
な
中
核
施
設

「
神
戸
臨
床
研
究
情
報
セ
ン
タ
上
７
月
本
格
オ
ー
プ
ン

△
メ
デ
ィ
カ
ル
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

「
神
戸
臨
床
研
究
情
報
セ
ン
タ
ー
（
Ｔ

Ｒ
Ｉ
“
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
サ
ー

チ
・
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
セ
ン
タ
ー
ヒ

は
、
生
命
科
学
分
野
に
お
い
て
、
基
礎

研
究
か
ら
臨
床
応
用
へ
の
橋
渡
し
研
究

（
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
サ
ー
チ
）

を
支
援
す
る
総
合
的
な
情
報
拠
点
で
、

新
し
い
医
療
技
術
の
実
用
化
や
市
民
の

健
康
増
進
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

遺
伝
子
解
析
等
を
行
う
「
ウ
ェ
ッ
ト

ラ
ボ
」
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
解
析
を
行
う

「
ド
ラ
イ
ラ
ボ
」
な
ど
が
あ
り
、
す
で

に
企
業
や
研
究
機
関
の
方
々
の
研
究
活

動
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
米
国
の
最
新
が
ん
情
報
の
日

本
語
版
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
配
信
し

て
い
ま
す
。
（
＊
利
用
方
法
：
パ
ソ
コ

ン
か
ら
寓
目
ミ
ミ
ミ
言
ｇ
言
ご
ｇ
●
８
日
」

に
ア
ク
セ
ス
（
無
料
）

Ａ
Ｖ
機
器
が
充
実
し
た
研
修
室
や
会

議
室
が
あ
る
ほ
か
、
生
命
科
学
や
医
療

産
業
都
市
構
想
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介

し
、
ど
な
た
で
も
自
由
に
ご
覧
い
た
だ

け
る
展
示
コ
ー
ナ
ー
も
開
設
し
て
い
ま

す
。

神戸臨床研究,情報センター(ポートアイランド2期）

Ｊ
卸
容
認
昭
皿
稗
詞
．
函

隅
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《
』一

これは神戸を愛する人々の手帖です

あなたのくらしに楽しい夢をおくる

神戸を訪れる人に楽しい道しるべ

これは神戸っ子の心の手帖です。

⑤移情閣(昭和44年撮影） 撮影／米田定蔵

悪Ｉ一

一
・
』

qI

ユ

SEＣＯ八ＺＤＣＯＶ廼震

１
夢
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2言へ

1，

ＣＣＯ

いつくまちえ

五熊干詠
くフラワーコーディネーター〉

－あなただけの花束を－

再§ミ

門

冊冊

、

奪烏
花
嫁
修
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
軽
い
気
持
で
習
い

だ
し
た
の
が
始
ま
り
だ
っ
た
。
神
戸
フ
ロ
ー
ラ

ル
ア
ー
ト
ス
ク
ー
ル
で
、
大
野
ト
キ
子
先
生
の

も
と
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
三
年
間

み
っ
ち
り
と
学
び
、
海
外
で
の
研
鍛
も
積
ん
だ
。

結
婚
式
場
の
装
花
部
や
お
花
屋
さ
ん
も
経
験
し

た
が
、
自
分
の
思
う
ア
レ
ン
ジ
を
自
由
に
や
っ

て
み
た
い
と
い
う
気
持
も
あ
り
十
年
前
に
独
立

し
た
。
今
は
、
プ
ラ
イ
ダ
ル
を
メ
イ
ン
と
し
、

教
室
で
の
講
師
も
務
め
な
が
ら
、
ア
パ
レ
ル
関

係
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
ご
と
の
展
示
会
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
や
ウ
ィ
ン
ド
ウ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
、
新
築
マ

ン
シ
ョ
ン
の
内
覧
会
、
パ
ー
テ
ィ
の
テ
ー
ブ
ル

花
の
飾
付
け
、
お
年
寄
り
や
外
出
で
き
な
い
お

客
さ
ん
へ
の
お
花
の
宅
配
と
、
ど
ん
ど
ん
仕
事

＃！』…急

＝

鰯f

（帯'蝶！ の
幅
を
広
げ
て
い
る
。

何
よ
り
も
新
し
く
一
番
き
れ
い
な
状
態
の
お
花

を
お
客
さ
ん
へ
と
い
う
思
い
か
ら
、
仕
入
れ
を

し
た
そ
の
日
の
う
ち
に
お
届
け
す
る
こ
と
を
モ

ッ
ト
ー
と
し
、
で
き
る
だ
け
お
客
さ
ん
の
希
望

を
聞
き
な
が
ら
、
そ
こ
に
一
一
フ
テ
ィ
ー
ら
し
さ

を
プ
ラ
ス
し
た
演
出
を
き
か
せ
る
、
そ
ん
な
セ

ン
ス
の
良
さ
が
口
コ
ミ
で
広
が
り
、
上
品
な
中

に
も
酒
落
た
遊
び
心
を
取
り
入
れ
た
、
神
戸
ら

し
い
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
の
フ
ァ
ン
は
数
多
い
。

色
と
り
ど
り
の
季
節
の
花
が
甘
い
香
り
を
漂
わ

せ
る
な
か
、
「
お
花
の
こ
と
は
す
べ
て
，
ニ
フ
テ

ィ
ー
“
に
お
ま
か
せ
く
だ
さ
い
。
あ
ら
ゆ
る
ご
相

談
に
応
じ
ま
す
盤
と
爽
や
か
に
微
笑
ん
だ
。

〈
山
本
〉

ＷＷ

、

1，

｝‘

舞裏ｋ

１§､

|,;iｌ
、〃

ｕ
七
７
，
Ｍ
″
粥
ソ

０
Ｆ
〃鋤
ｕ
七
７
，
Ｍ
″
粥
ソ

０
Ｆ
〃

1０

、
容
圏

｝‘

アトリエニフティー

神戸市兵庫区磯之町２－２
Te１０７８．６５２．８６５８ｆａｘＯ７８・６５２．０１８８

《
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l‐

ＣＣ

神
戸
を
代
表
す
る
シ
ュ
ー
ズ
メ
ー
カ
ー
・
カ
ワ

ノ
株
式
会
社
で
、
デ
ザ
イ
ン
画
を
も
と
に
し
て
、

実
際
に
製
作
に
ま
わ
す
た
め
の
パ
タ
ー
ン
を
お
こ

す
職
に
つ
い
て
い
る
。
製
造
工
程
で
多
く
の
人
々

の
手
に
渡
る
パ
タ
ー
ン
画
。
１
ミ
リ
で
も
狂
え
ば
、

大
き
く
変
形
し
て
し
ま
う
。
細
心
の
注
意
と
、
こ

だ
わ
り
が
必
要
だ
と
い
う
。

も
と
も
と
も
の
づ
く
り
が
好
き
で
、
靴
を
集
め

る
の
が
趣
味
だ
っ
た
。
東
京
の
文
化
服
装
学
院
工

芸
科
シ
ュ
ー
ズ
コ
ー
ス
を
卒
業
。
カ
ワ
ノ
に
は
自

分
で
直
接
電
話
を
し
、
面
接
を
し
て
ほ
し
い
と
願

い
出
た
。

学
生
時
代
は
、
ひ
と
つ
だ
け
靴
を
作
っ
て
そ
れ

を
ひ
と
り
の
人
が
履
い
て
く
れ
た
ら
い
い
と
思
っ

て
い
た
が
、
入
社
し
て
か
ら
、
履
き
や
す
い
靴
を

池田悠二
くカワノ株式会社企画部〉

－靴づくりに懸ける－

可

少

■

た
く
さ
ん
の
人
に
履
い
て
ほ
し
い
と
思
う
よ
う
に

な
っ
た
。
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
足
元
か
ら
と
い
う

ま
で
も
な
く
、
靴
に
こ
だ
わ
る
人
は
多
い
。
ぼ
く

の
周
り
に
も
靴
を
集
め
て
い
る
人
も
た
く
さ
ん
い

る
し
、
靴
に
合
わ
せ
て
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
変
え
る

人
も
い
ま
す
」
。
今
は
、
と
に
か
く
靴
づ
く
り
が

う
ま
く
な
り
た
い
と
い
う
。
カ
ワ
ノ
に
は
、
二
十

年
、
三
十
年
と
こ
の
道
一
筋
の
先
輩
た
ち
も
多
い
。

「
そ
う
い
う
職
人
さ
ん
た
ち
は
、
自
分
の
知
っ
て

い
る
最
大
限
の
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
。
こ
の
会

社
は
と
て
も
”
人
“
が
よ
く
て
楽
し
い
で
す
」
・

言
葉
は
多
く
な
い
が
、
人
な
つ
こ
い
笑
顔
。
く
つ

の
ま
ち
神
戸
、
未
来
を
担
う
若
手
職
人
だ
。
徳
島

県
出
身
、
二
十
二
歳
。
〈
鳥
羽
〉
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鐘
ゼ

↑
「
輝
く
未
来
。
神
戸
の
海
・
港
‐
と
を
テ
ー
マ
に
、
海
の
日
の
連
休
に
「
海

フ
ェ
ス
タ
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
」
が
神
戸
港
で
行
な
わ
れ
た
。
７
月
記
日
に
記
念
式
典
が

ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
神
戸
で
開
か
れ
、
秋
篠
宮
殿
下
ご
夫
妻
も
来
神
。

海
フ
ェ
ス
タ
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ

ｎ

ｌＩ

ｈ

’
零
割
一
Ⅱ

■
■

↑５０周年を迎えた関西二紀会展が大阪市立美術館で開かれ、
神戸二紀会の入賞者祝賀会が､カフェ｢木馬｣で。

←推理小餅作家･横溝正史が生まれた東川崎町で､７
月19日｢横溝正史を知る会｣の会合が｡横溝の生誕

地を探ろうと､かつての地図を見ながら端住民から当時１２のまちの様子などが活発に厨

Ｆ
Ｌ

鱈
馬
Ｉ,＄

肢

』
↓
６
月
”
日
、
堀
郁
子
さ
ん
の
シ
ャ
ン
ソ
ン
教

室
の
皆
さ
ん
が
新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
劇
場
で

「
シ
ャ
ン
ソ
ン
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
を
開
催
。
ひ

と
足
先
の
パ
リ
祭
が
。

↑
神
戸
芸
術
文
化
会
識
（
こ
う
べ
芸
文
／
加
藤
隆
久

譲
長
）
の
総
会
が
、
７
月
Ⅱ
日
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ

テ
ル
で
開
か
れ
た
。
馴
歳
の
小
橋
潔
先
生
の
歌
が
会

員
を
元
気
づ
け
た
。
（
神
戸
市
長
を
囲
ん
で
）

鵡 鯛鐘

緋

目鼻園

鍵 ご院生

＃↓俳人･深井我来さんが99歳。「白寿を祝う俳句大会｣が兵庫県民
会館で開催｡娘の洋子さんとともに。

字字

■！

芯

７
l…１

■ｎ分

巴

ル
二
戸

■
凸
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~ ｛

一 璽璽画 嘗鐸室声一 ↓
兵
庫
県
日
韓
親
善
協
会
（
砂
野
耕
一
会
長
）
の
文
化
交
流
の
集
い
が
、
７
月

旭
日
兵
庫
韓
国
会
館
で
開
催
。
関
西
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
と
在
日
韓
国
婦
人

会
コ
ー
ラ
ス
の
共
演
が
話
題
に
。

日需文ｨ屋蔑濡r集i，
＝＝毒雲聖辿壁堂恩…,月,郡

『
・
報

－－－－

喧弓画喧弓画

ハ；
■
辻⑧

ハ；
■
辻⑧

弓（

(金） 緯、

屑

、

屑

|’

Ｉ

|’

Ｉ

且且

億
J‐ＦＬ｡

＝師1

＝＝
や

｜
岬

日

勘些竜曲１陸

↑７月相日､神戸ﾌｧｯｼｮﾝ美術館で｢神戸ﾗｲﾌｽﾀｲﾙ展｣が開幕｡ファッ
ション都市宣言から30周年の神戸の"モノ,,で見る文化･歴史。

;巳．

記
】

↑
神
戸
市
電
廃
止
後
、
広
島
電
鉄
に
譲
渡
さ
れ
た

１
１
０
０
型
の
う
ち
、
１
１
０
３
号
が
神
戸
に
里
帰

り
。
神
戸
ウ
ィ
ン
グ
ス
タ
ジ
ア
ム
横
に
展
示
さ
れ
て
い

る
。
（
撮
影
／
長
尾
裕
）

|Ｉ
ｒ
一

雨哩風

凸

『常 ｴF諏紳ｔ示鹿弓ＩＦ一一一コ

ー

通

”懲耀

冒肇一塁

型

｡

一
Ｆ

↑ＪＲ西日本神戸支
社発足１０周年記
念の｢ステーション

ライカが開催され
た。

画

零Ｊ学
‐■=

凸 写，
１－－‘

↓
花
芸
安
達
流
の
「
花
芸
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
７
月
”
日
神
戸
国
際
展
示

場
で
開
催
さ
れ
た
。
主
宰
・
安
達
瞳
子
さ
ん
と
、
後
継
者
の
安
達
育
さ
ん

が
来
神
し
、
参
加
者
の
各
作
品
を
直
接
指
導
。

↓トアロード西筋のカフェ｢木馬｣で､７月17日､深川和美の歌､谷川
賢作のビｱﾉ､土井啓輔の尺八でセッション｡ぜいたくなﾗｲプの魅
力に酔いしれた。

↓ユーモラスな絵と人形を創作した｢藤尾まりこ

展｣が７月17～22日ギャラリー朔で｡コﾝﾀで
キュート!な椿の妖精人形。

稲．
学
び
叫
牙

領
課
沙
吠
い
Ｌ
‐

乙斗、

雛鱈蕊
鍵鍵§

窓~‘
K＜デ

且

:陰，
堅

、１

０
俳
口
曲
Ｉ
Ｆ
毎
町
画

~c←巽
由
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鍵

工
場
見
学
と
地
域
文
化
へ
の
招
待

～
世
界
の
国
々
と
の
〈
か
け
は
し
〉
に
～

財
団
法
人
井
植
記
念
会
は
、
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
メ
ー
カ
ー
の
三
洋
電
機
（
株
）
を
設

立
し
た
故
・
井
植
歳
男
の
「
事
業
の
展
開
は

世
界
の
隅
々
ま
で
等
し
く
照
ら
し
て
く
れ
る

太
陽
の
ご
と
く
あ
り
た
い
。
そ
し
て
事
業
か

ら
得
ら
れ
た
所
得
の
一
部
は
社
会
の
た
め
、

愛
す
る
故
郷
の
た
め
に
還
元
し
な
け
れ
ば
」

と
い
う
遺
志
に
基
づ
き
、
そ
の
遺
産
の
一
部

を
使
っ
て
各
種
社
会
事
業
活
動
を
始
め
、
今

年
で
三
十
三
年
目
を
迎
え
て
い
る
。

そ
の
中
で
最
近
、
特
に
高
ま
り
ゆ
く
国
際

親
善
事
業
分
野
と
し
て
、
六
月
十
三
日
に
留

学
生
の
工
場
見
学
と
地
域
文
化
探
訪
が
催
さ

れ
た
。バ
ス
ッ
ア
ー
の
参
加
留
学
生
三
十
九
名
は
、

中
国
・
台
湾
・
タ
イ
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
。
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
な
ど
ア
ジ
ア
か
ら
の
学
生
を
は
じ

め
、
ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
・
ド
イ
ツ
・
パ
ナ

マ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
な
ど
約
二
十
ヶ
国
に
お
よ

び
、
午
前
中
は
三
洋
・
洲
本
事
業
所
に
て
工

場
見
学
、
午
後
か
ら
は
大
鳴
門
橋
記
念
館
・

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
館
・
う
ず
し
お
科
学
館
・

北
淡
町
震
災
記
念
公
園
を
見
て
ま
わ
り
、
思

い
出
深
い
楽
し
い
一
日
と
な
っ
た
。

芦
宮１

１

（
一一
一
Ｆ
，

一
一
鹿

三
一

ﾉﾘＩﾉﾘＩ

ｊ
ｐｑｇ

制
■＆●■●凸
b●■■

《
留
学
生
た
ち
の
感
想
文
よ
り
》

祖
国
か
ら
離
れ
て
、
日
本
で
の
留
学
生
活

は
充
実
し
て
い
な
が
ら
、
寂
し
い
時
も
あ
り

ま
す
。
今
回
の
バ
ス
旅
行
を
機
会
に
、
い
ろ

ん
な
国
か
ら
の
留
学
生
と
話
し
合
い
、
よ
り

多
く
の
友
達
も
で
き
ま
し
た
。
（
中
国
・
衰
秋

要
）

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
を
見
て
、
本
当
に
す
ば

ら
し
か
っ
た
。
人
形
の
操
り
方
は
お
も
し
ろ

く
て
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
・

ク
レ
ア
ブ
ラ
ッ
サ
ム
ク
ル
ズ
）

●ある集い●財団法人井植記念会留学生バスツアー

鶏総1111’ |'’
名
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塞
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蚕
需
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や

、区一

罫

学蟻
■
教
室
・
お
問
合
せ
先

の
ご
コ
エ
四
尾
の
画
盲
ヨ
の
．

主
宰
渡
辺
則
子
（
Ｎ
Ｆ
Ｄ
）

渡
辺
慎
介
（
Ｄ
Ｆ
Ａ
）

西
宮
市
下
大
市
西
町
帽
１
打

竃
画
０
７
９
８
１
５
４
１
０
６
５
２

【～

●ある集い●アレン ジフラワー教室ＧｆｕｎＨａｕｓＢｌｕｍｅｎ

襟

花
ｊ
友
ｊ
お
出
か
け
レ
ッ
ス
ン

緑
豊
か
な
空
中
庭
園
、
ゆ
き
届
い
た
ガ

ー
デ
ニ
ン
グ
、
梅
雨
の
し
ず
く
、
爽
や
か

な
初
夏
の
神
戸
の
風
。
六
甲
山
頂
に
で
も

訪
れ
た
よ
う
な
自
然
の
恵
い
っ
ぱ
い
で
し

た
。
国
際
会
館
最
上
階
の
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ

に
お
い
て
の
、
ア
レ
ン
ジ
フ
ラ
ワ
ー
お
出

か
け
レ
ッ
ス
ン
は
と
て
も
お
し
ゃ
れ
な
ひ

と
と
き
で
、
優
し
い
お
花
に
触
れ
る
手
か

ら
も
な
ご
や
か
な
声
が
響
き
ま
し
た
。
皆

の
素
晴
ら
し
い
作
品
を
お
庭
に
並
べ
置
き
、

ち
ょ
っ
と
し
た
展
示
会
っ
て
感
じ
「
わ
あ
Ⅱ

私
の
が
可
愛
い
い
Ⅱ
」
と
自
画
自
賛
か

な
？
で
し
た
。

レ
ッ
ス
ン
後
の
美
味
し
い
ラ
ン
チ
は
、

店
主
の
心
く
ば
り
の
お
料
理
に
大
満
足
、

お
し
ゃ
べ
り
も
つ
き
る
こ
と
が
な
い
ほ
ど
で

し
た
。
西
宮
教
室
を
起
点
に
神
戸
の
素
敵

な
会
場
は
、
今
回
ご
緑
に
定
期
レ
ッ
ス
ン

開
催
場
と
も
な
り
重
ね
て
の
嬉
し
さ
で
す
。

ア
レ
ン
ジ
フ
ラ
ワ
ー
初
め
て
の
方
、
興
味

の
あ
る
方
、
美
味
し
い
お
料
理
お
し
ゃ
れ

な
ひ
と
と
き
を
、
お
一
人
で
も
、
グ
ル
ー

プ
で
も
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

四
季
を
通
し
て
、
お
花
表
現
を
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
学
ん
だ
フ
ォ
ル
ム
・
イ
ベ
ン
ト

に
ち
な
み
制
作
。
ベ
ー
シ
ッ
ク
ア
レ
ン
ジ
、

プ
ラ
イ
ダ
ル
の
喜
び
の
日
に
合
わ
せ
て
ブ

ー
ケ
・
ブ
！
ト
ニ
ア
を
、
身
近
な
方
々
、

ご
自
身
に
と
心
の
こ
も
っ
た
デ
ザ
イ
ン
を

さ
り
げ
な
く
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
せ
ん
か
。

各
種
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
簡
単
に
、
そ
し
て
丁

寧
に
レ
ッ
ス
ン
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

り
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１』。時下卜侭

鑑畢

（Ｏ工の）廉’「一ｍ辛斗

の，トー的頻叶ヨ仔凶串仔碇唾

（Ｐ髄ｇどＥｍ築鴫）ｇ皿の一ｌｏＱＦ

（画）ｇおＩ（、）のお盤、

哩剛帥任誉皿０分や崎の．一○ン

潔

出望幽輪八コや私

（に拝）洲惟田皿、抑砿環

ｇｌｏｏぢぎ』の行三』の乙匡．０８里のつく

・や拙今倶参余里測やｋｌへ『ふ

報叫叫丑苦ｅ裡狸低〆さ鋼憎今岬卿艇二園

〉伽心や役合畏二選窒箔抑畏悩揮・やＰ柄Ｉ

会尋ｅ抑捜起判岬や淵や噸ｅ催剖艇“蝿や喬

胆牌艇ｅ味剰刈柄やトミ串・隠八特エ入や・ト

ⅢエュＲｌＨⅡ・咽紅佃・蕊珪埜「Ｍぃ鼻Ｐ鱈」

ド辿口柄、

唖三１ｍの、Ｓｍぽわ心悌、

口心伊ＥＥｇ↑、Ｓ硬入、川、小×Ｒ・轄蓮

戸匡ＣＦ

Ｋ‐指’八ｌｗ心辿、ｋ〒わ．ミトⅢ

『Ｈ票、喰浬

⑮司架骨誉

・ヤ櫛橘ＪＰ骨珂哩ＰＳＰ制やＵ一管巽

Ｍ－ｅｓ和〆「・｛１㎡汁やい。剖埜Ｋｌ借ｌ

愚Ｉ岬輪辿裡や三里、入士紬Ｈｅ、八型

一戸漁－０〆今築州毒剖岬壷躍如埋叶隅ｅ鴬

（八須入奔承入到）咽ラヘドハ僻エ入や、裂逮環
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８月号目次◆2003-506
10KOBECCO2003／五熊千詠・池田悠二

１２神戸スナップ

１４ある集い／井植記念会留学生バスツアー・

B1umenアレンジフラワ一教室

１６ANGLEKOBE／ＫＡＩＯＨ－ＭＡＲＵ菊池満

１８あでやつこ水中だより⑤／戸田寿美「さんご細工ｊ

２０特集／KOBEに住む．

芦田和男・村戸靖男・伊賀俊昭・和田憲昌・山内恒男

３２ＨＡＴＫＯＢＥフェスティバル

４２神戸のお嬢さん／小池真代さん稲森さやかさん

４６エッセレバンビーノ海外特別企画／

ぐつるとイタリア１０００マイル

5s私の意見／曹英生

５６ポエム・ド･コウベ／中井登起子

５８創刊42周年記念復刻版名作シリーズ

６２座談会／兵庫県いけぱな協会50周年記念

佐伯一甫・吉田泰巳・中山景甫・

肥原碩甫・西谷広円斉・梅田一甫

６８対談／田中くにお・池田乃子

７２座談会／神戸のママ

７６海船港①／上川庄二郎
７８プロフェッサーＰの研究室／岡田淳

Ｊ＝ｖ

寒』；

鴇瀞
庁
ｈ
ふ
け

庁
ｈ
ふ
け

L,

鶏

目次／「走る」坂上博章

８０神戸のアーバンデザイン／小林郁雄

８１神戸のモダンリビング／中川倶子

８２神戸ＪＣ先輩・後輩対談⑨／西村隆治×キラン.Ｓ，セティ

８６次代を創る神戸のニューリーダー⑩／金指光司

９０話題のひろば

９４ひょうごウオーク

９６有馬歳時記

９８神戸の本棚

100プチカフェドコウベ⑤／信時哲郎

１０２ぴっといん

１０４イベントスケジュール

１０６ポケットジャーナル

110各駅停車の神戸歴史ウオーク⑦／田辺艮人

112北斎ミステリー⑦／中右瑛

114みだら夜話⑦／浅黄斑・え／犬童徹

116コーヒーカップの耳⑬／出石アカル・え／菅原洗人

118連赦小説⑦神戸はしけの女／岡本真穂・え／新家保夫

124プレゼントメイト

125愛読者サロン

l28神戸っ子倶楽部法人会ニュース

ｌ３２Ｋ１ＴＡＮＯＨＯＴＮＥＷＳ

１３４神戸うまいもん＆ドリンキングNEWS

135神戸百店会だより

写真／米田定蔵池田年夫松原卓也米田英男

1９

繊可‘毒

吟＝

表紙／石阪春生

セカンドカバー／米田定蔵
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り
で
、
水
や

に
住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く

り
の
構
想
で
す
ね
。

ｌ
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
る
琵
琶
湖
疎

水
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か

芦
田
京
都
に
は
琵
琶
湖
疎
水
が
あ
り

2０

可 ●特集／KOBEに住む①

ｌ
ま
ず
は
水
と
み
ど
り
の
ま
ち
づ
く

り
構
想
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

芦
田
阪
神
疏
水
は
阪
神
地
域
の
震
災

復
興
の
一
環
と
し
て
構
想
さ
れ
ま
し
た
。

阪
神
地
区
の
水
は
自
己
水
源
が
な
い
た

め
に
、
布
％
を
淀
川
の
水
で
ま
か
な
っ

て
い
ま
す
。
日
常
生
活
に
も
防
災
、
災

害
復
旧
に
も
水
は
と
て
も
重
要
で
大
切

な
も
の
で
す
。
た
だ
便
利
に
安
心
し
て

住
め
る
だ
け
で
は
な
く
、
快
適
に
住
め

る
こ
と
も
必
要
で
す
。
日
本
の
街
は
機

能
的
で
は
あ
る
が
ゆ
と
り
が
な
い
の
で

す
。
今
ま
で
利
便
性
を
追
求
し
て
ば
か

可

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
経
験
し
て
、
水
と
緑
の
尊
さ
、
快

欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
。
阪
神
地
区

と
み
ど
り
を
増
や
し
、
防
災
に
役
立
つ
よ
う
阪
神
疏
水
計

く
り
の
あ
る
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
芦
田
所
長
に
お
話
し
↑

芦
田
和
男
氏
（
財
団
法
人
河
川
環
境
管
理
財
団

水
と
み
ど
り
の

千
年
都
市
を
め
ざ
し

神
戸
の
住
空
間
を
語
る

と

｡=一空

ま
す
。
日
本
で
初
め
て
の
大
規
模
な
疏

水
で
、
当
時
日
本
で
は
そ
の
よ
う
な
技

術
が
な
か
っ
た
中
、
日
本
人
だ
け
で
作

り
、
明
治
詔
年
に
完
成
し
ま
し
た
。
こ

の
疎
水
の
お
か
げ
で
、
京
都
は
水
に
困

ら
な
い
街
に
な
っ
た
と
い
う
先
例
が
あ

り
ま
す
。
阪
神
疏
水
は
ま
だ
事
業
化
さ

れ
ず
構
想
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
行

政
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
連
携
も
必
要

で
す
。
今
ち
ょ
う
ど
県
と
し
て
は
Ｐ
Ｒ

を
頑
張
っ
て
い
て
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
的
な

モ
デ
ル
事
業
を
い
く
つ
か
行
な
っ
て
い

ま
す
。
行
政
だ
け
で
は
な
く
地
元
も
盛

》
．
‐

り
上
が
り
早
く
計
画
が
実
現
さ
れ
れ
ば

い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ｌ
モ
デ
ル
整
備
の
せ
せ
ら
ぎ
水
路
な

ど
は
ど
の
ぐ
ら
い
あ
る
の
で
し
ょ
う
か

芦
田
せ
せ
ら
ぎ
公
園
は
芦
屋
市
と
神

戸
市
東
灘
区
、
兵
庫
区
な
ど
４
ヶ
所
に

あ
り
ま
す
。
疏
水
構
想
は
実
現
す
る
と

安
全
で
快
適
な
街
が
で
き
ま
す
が
、
今

は
ま
だ
水
が
足
り
ま
せ
ん
。
淀
川
か
ら

水
を
引
く
と
い
っ
て
も
簡
単
で
は
な
く
、

神
戸
の
地
形
は
六
甲
山
が
そ
び
え
、
勾

配
が
急
な
た
め
に
保
水
に
有
利
で
は
な

い
の
で
す
。
こ
の
せ
せ
ら
ぎ
水
路
の
水

源
は
、
わ
ず
か
な
自
己
水
源
を
利
用
し

て
い
る
の
で
す
。
〃
水
と
み
ど
り
の
千

年
都
市
構
想
″
は
長
期
間
か
か
っ
て
で

も
解
決
し
な
く
て
は
い
け
な
い
問
題
だ

と
思
う
。
完
成
し
て
こ
そ
は
じ
め
て
、

自
然
と
人
間
が
共
生
し
た
近
代
的
な
新

し
い
都
市
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

り
で
、
水
や
緑
を
重
要
視
し
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
千
年
後
も
安
心
し
て
快
適

て峰
適
な
ま
ち
づ
く
り
に
は

崖
に
は
ま
ち
に
も
っ
と
水

引
画
を
中
心
と
し
た
街
づ

を
伺
っ
た
。

大
阪
研
究
所
所
長
）
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一
一
》

河川緑地帥

水とみどりのﾈｯﾄﾜー ｸ整備(イメージ図）

２１

:i灘
弄両

五弾蛾涛．

「
せ
せ
ら
ぎ
づ
く
り
」
で

ま
ち
に
潤
い
を

村
戸
靖
男
氏
（
神
戸
市
建
設
局
長
）

蕊謹

住吉山閉俄灰

■｣,＆

周辺の緑との一体化

せせらぎを見ながらの憩いのスペース

守正巳弓ニー弓戸ﾏQﾛ幸

１．１

水辺の散策戸

神
戸
市
は
、
潤
い
豊
か
で
安
心
し
て

住
め
る
ま
ち
を
創
る
た
め
、
「
水
と
み

ど
り
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
一
環
と
し

て
、
「
せ
せ
ら
ぎ
水
路
」
を
整
備
し
て
い

ま
す
。
普
段
は
身
近
に
水
に
ふ
れ
あ
え

る
場
と
な
り
、
火
災
の
時
な
ど
、
災
害

時
に
も
役
に
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。「
せ
せ
ら
ぎ
づ
く
り
」
の
き
っ
か
け
は
、

震
災
復
興
を
目
指
す
「
ま
ち
づ
く
り
協

議
〈
己
な
ど
で
、
新
し
い
「
ま
争
己
や
「
み

ち
」
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
と
き
に
、

水
の
大
切
さ
が
思
い
起
こ
さ
れ
た
た
め

で
す
。
「
阪
神
疏
水
」
は
、
大
震
災
の
教

訓
か
ら
生
ま
れ
た
構
想
で
、
淀
川
か
ら

水
を
引
き
、
阪
神
地
区
の
川
や
水
路
に

い
つ
も
潤
い
豊
か
な
流
れ
を
作
り
出
そ

う
と
す
る
構
想
で
す
。
国
や
県
を
中
心

に
、
阪
神
地
区
の
各
市
が
参
画
し
て
い

ま
す
が
、
ま
だ
椛
想
段
階
で
事
業
化
し

て
い
ま
せ
ん
。
「
せ
せ
ら
ぎ
水
路
」
は
、

現
状
で
は
住
吉
川
な
ど
川
の
水
を
直
接

利
用
し
た
り
、
下
水
の
高
度
処
理
水
な

ど
を
利
用
し
て
い
ま
す
が
、
「
阪
神
疏
水
」

が
実
現
す
れ
ば
、
色
々
な
と
こ
ろ
で
整

備
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

鶏蕊
罰■ざ

一因

■d廿

せせらぎの菖蒲 全長約60ｍのせせらぎ

一
一

&

蝋JIi1WWWm

せせらぎ水路

’
＝葱鐘隙

Iリ
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住んでみたいまち、働いてみたいまちを目指して

も
海
沿
い
に
も
、
中
間
地
に
も
、
山
の

す
そ
に
も
住
宅
が
あ
り
ま
す
。
山
の
手

の
住
宅
な
ど
は
神
戸
ら
し
い
で
す
ね
。

ま
た
居
留
地
・
南
京
町
・
北
野
な
ど
外

国
文
化
が
近
く
に
あ
り
ま
す
。
教
育
環

境
も
い
い
で
す
ね
。
こ
の
よ
う
な
神
戸

の
ま
ち
の
特
色
、
恵
ま
れ
た
環
境
を
わ

れ
わ
れ
は
大
切
に
し
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。震
災
後
た
く
さ
ん
の
ビ
ル
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
こ
れ
ら
を
有
効
的

に
利
用
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
忘

れ
て
は
い
け
な
い
の
が
神
戸
は
住
宅
が

多
い
ま
ち
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

神
戸
市
内
師
万
棟
の
う
ち
邸
万
棟
、
兜

％
が
住
宅
な
ん
で
す
。
そ
れ
だ
け
神
戸

に
は
住
宅
が
多
い
の
で
す
。
ま
た
こ
れ

可 ●特集／KOBEに住む、

神
戸
の
ま
ち
の
進
む
べ
き
道
を
神

神
戸
の
ま

戸
市
都
市
計
画
総
局
長
に
語
っ
て
緑
の
壁
が
あ

い
た
だ
い
た
。

の
神
戸
の
魅
力
、
そ
し
て
今
後
の
て
お
話
し
く

魅
力
あ
る
ま
ち
を
回

神
戸
の
住
空
間
を
語
る

山
と
海
に
囲
ま
れ
た
神
戸
。
そ
ｌ
神
戸
の
ま

戸
隅
陥
旧
国
利
．

善奮篭綴喜
ｕＥ

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

だ
さ
い
。

神
戸
市
都
市
計
画
総
局
長

ち
の
特
色
と
現
状
に
つ
い

て
坂
が
あ
る
の
が
神
戸
の

2２

ま
ち
の
特
徴
で
す
。

山
に
向
か
つ 可指

し
て

り
ま
す
。

ち
は
背
後
に
六
甲
山
系
の

住
ま
い
に
関
し
て

伊
賀
俊
昭
氏

販売センターご凄内図

そ
し
て
海
か
ら

』

Ｅ

瞬鵠』画縄

瀞‘ 弔為君 i庵;正三
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神戸市都市計画総局長伊賀俊昭氏

l胃病凸凸●■串エⅡー〒10『ご巳ｈザＥＦ品ご了が刃五E画P“一声ラョ丁再▼ｄ函■■ず込弓】

学

］

ｌ
震
災
相
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
の

目
標
を
お
話
く
だ
さ
い
。

か
ら
市
街
地
に
マ
ン
シ
ョ
ン
が
で
き
る

と
い
う
構
想
が
あ
り
ま
す
。
都
心
に
商

業
地
だ
け
で
は
な
く
居
住
空
間
が
で
き

商
業
地
と
の
混
合
で
、
新
し
い
都
心
居

住
の
空
間
が
で
き
て
き
ま
す
。
こ
れ
か

ら
は
こ
う
い
う
風
に
神
戸
な
ら
で
は
と

い
う
ま
ち
を
作
っ
て
い
か
な
い
と
い
け

ま
せ
ん
。

震
災
、
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、

我
々
の
役
割
は
復
興
へ
の
め
ど
を
つ
け

る
こ
と
、
ま
ち
づ
く
り
の
長
期
的
な
構

由

ら

霊
《
｜
富

む
二
一

罫
一
一

バ
ー
垂

〒650.0021神戸市中央区三富副1丁目三宮ｾﾝﾀー ブラザビル12尾

2３

面
冒
１
１

Ｆ
江

想
を
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
ウ
ォ
ー

タ
ー
フ
ロ
ン
ト
計
画
な
ど
他
局
と
も
連

携
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

震
災
前
よ
り
も
ど
れ
く
ら
い
良
く
な
っ

た
か
。
ハ
ー
ド
だ
け
で
な
く
、
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
盛
り
上
が
り
美
し
い

ま
ち
神
戸
づ
く
り
が
進
ん
で
い
か
な
く

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
「
住
ん
で
み
た
い

ま
ち
」
「
働
い
て
み
た
い
ま
ち
」
「
学
ん

で
み
た
い
ま
ち
」
「
遊
ん
で
み
た
い
ま

ち
」
に
と
い
っ
た
将
来
へ
の
目
標
を
も

と
に
、
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
を
魅
力
あ
る
ま
ち
に

仕
掛
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

『
》
、
一

［Ｈ１謝砺はｲﾝﾀ富ﾈｯﾄFAXｻー 嘩な壁割用ください；

(Ｏ了Ｓ)ａＳＺ画11ｓ３ｓ

宙画佳宅辱擬の孫

所得に応じて家貫を
補助している
優良賃貸マンション

URLhttPH"www･kohejk･Omjpノ
iﾓードhitpE"wuww風kohe-jk･脈jIW
Faxサービス、７８画ｓ３２ｐＯ８５８
音声案内に従って登作をすると必喫な禍軽が引き出せ詮す．

受付時間１０:００～12:00／13:00～16:００

±･日も受付しています
祝祭日はお休みさせて頂きます。
誼申し込みには一定の園格更件が必圃です｡

懸滝荊魯＝ず弓診
ご結婚を控えたカップルの方へ、

お部屋探しをお手伝い。

今､お申込いただいた部屋を最長で4ヶ月確保。

もちろんご入居までの家賃･手数料は不要です。
お問い合せは｡．．

⑥i瀞皇瀞謹供給公社

鞘T熊”州iii舗頂
月最高3万円の家賃補助

①神戸市外に1年以上在住している世編で【とくゆうちん｣に入居する
世帯②持戸市内をWA9U帯③現I罰ｌｆ諜前児憩転扶鼠する世硲また
は夫蝿の鴬年齢の合計が70j篭以下の世謡④f晋輔余日の所鋤月顔が
153‘on0円--601‘COO円
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’
１
１
復
興
へ
の
思
い
は
ど
の
よ
う
な
も

の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

和
田
僕
は
、
神
戸
で
生
ま
れ
神
戸
で

育
ち
神
戸
で
事
業
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
神
戸
が
お
か
し
く
な
っ
た
ら
、

僕
の
と
こ
ろ
の
存
在
が
危
な
く
な
る
の

で
す
。
神
戸
に
睦
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ

ば
仕
方
が
な
い
の
で
す
よ
。
だ
か
ら
い

い
格
好
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

強
迫
観
念
が
強
か
っ
た
だ
け
で
す
よ
垂
令

に
近
畿
エ
リ
ア
で
》
常
に
ト
ッ
プ
ク

匪
ラ
ス
の
マ
ン
シ
ョ
ン
分
譲
戸
数
を

麺
誇
る
株
式
会
社
和
田
興
産
。
欧
米

集
で
は
当
た
り
前
の
１
０
０
年
住
宅

鯨
を
普
及
さ
せ
る
に
は
何
が
必
要
な

侭
罪
鎧
瀧
Ⅷ
灘

2４

●特集／KOBEに住む

土
地
に
値
段
が
な
い
の
が

本
来
あ
る
べ
き
姿

に
つ
い
て
お
話
を
伺
っ
た
。

●
神
戸
の
住
空
間
を
語
る

ｌ

'ﾉＩ

可

ｌ
神
戸
の
ま
ち
づ
く
り
が
各
地
域
で

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
最
近
、
保
育
所

付
き
の
マ
ン
シ
ョ
ン
が
認
可
さ
れ
ま
し

た
ね
。

和
田
以
前
に
も
別
の
神
戸
市
の
コ
ン

ペ
に
提
案
し
て
い
た
の
で
す
が
、
こ
の

た
び
名
谷
駅
前
に
認
可
保
育
所
を
併
設

し
た
マ
ン
シ
ョ
ン
を
建
設
し
ま
す
。
結

果
的
に
は
、
合
う
立
地
条
件
の
機
会
ま

で
、
神
戸
市
さ
ん
が
温
め
ら
れ
て
い
た

Ｊ

Ｆ

面

凹一・一 電聖Ｉ

和田憲昌（わだのりまさ）

1938年神戸市生まれ。神戸商工会議所常議員。県

立兵庫高等学校神戸武陽会会長。神戸慶雁倶楽部

会長。関西不動産三田会創設者（顧問）

こ
と
に
な
り
ま
す
ね
。
ア
イ
デ
ア
を
出

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、
そ
の

神
戸
を
な
ん
と
か
し
な
け
れ
ば
、
ご
飯

を
食
べ
ら
れ
な
く
な
る
人
が
た
く
さ
ん

い
ま
す
か
ら
ね
、
危
機
感
は
大
事
な
こ

と
な
の
で
す
よ
。
「
あ
か
ん
」
と
言
っ

て
い
て
も
仕
方
が
な
い
の
で
す
。
僕
は

バ
ブ
ル
が
は
じ
け
た
と
き
も
同
じ
で
し

た
よ
。
自
分
が
携
っ
て
い
る
こ
と
が
、

世
の
中
に
と
っ
て
必
要
か
ど
う
か
を
考

え
て
み
る
と
、
必
要
だ
と
思
え
た
の
で

す
。
そ
れ
で
も
し
会
社
が
潰
れ
る
な
ら
、

華
々
し
く
潰
れ
よ
う
と
思
い
ま
し
た
ね

（
笑
）
。
そ
う
思
い
つ
つ
、
復
興
後
、
い

ち
ば
ん
に
マ
ン
シ
ョ
ン
を
建
て
る
と
、

こ
れ
が
売
れ
た
ん
で
す
。
ま
だ
誰
も
建

て
て
い
な
い
と
き
で
し
た
か
ら
ね
。
当

時
は
み
ん
な
困
っ
て
い
ま
し
た
ね
。
ま

ず
い
く
ら
で
販
売
す
れ
ば
い
い
の
か
わ

か
ら
な
い
の
で
す
よ
。
い
ま
は
土
地
の

値
段
が
な
く
な
っ
た
よ
う
な
状
況
で
す

が
、
こ
れ
が
本
来
あ
る
べ
き
姿
だ
と
思

い
ま
す
よ
。
土
地
に
値
段
が
付
い
て
い

た
こ
と
自
体
が
お
か
し
か
っ
た
の
で
す

よ
。
天
か
ら
与
え
ら
れ
た
も
の
に
値
段

を
付
け
る
と
い
う
こ
と
は
冒
涜
で
す
。
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神戸市内に建設予定の保育所併設のマンション（イメ ジ図

2５

灘
駅
北
側
に
も
大
規
模
な
マ
ン
シ
ョ

ン
建
設
を
予
定
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す

ね
。和
田
駅
に
近
い
で
す
か
ら
、
こ
こ
も

福
祉
関
係
の
も
の
が
必
要
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。
駅
の
構
内
の
よ
う

な
と
こ
ろ
で
す
か
ら
、
子
供
を
預
け
て

勤
め
に
出
る
の
に
ピ
ッ
タ
リ
な
の
で
す

よ
。
い
ろ
い
ろ
と
議
論
を
し
て
い
る
の

で
す
が
、
灘
駅
周
辺
は
面
白
い
反
面
、

も
の
凄
く
掴
み
に
く
い
と
こ
ろ
で
も
あ

り
ま
す
ね
。

利
用
法
に
つ
い
て
は
、
我
々
以
上
に
神

戸
市
さ
ん
が
考
え
て
い
た
だ
い
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。
現
在
、
神
戸
市
全
体
で
見

て
も
、
保
育
所
や
託
児
所
の
絶
対
数
が

足
り
て
い
ま
せ
ん
か
ら
ね
。

ｌ
例
え
ば
ど
ん
な
住
宅
を
つ
く
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
か
。

和
田
１
０
０
㎡
の
フ
ロ
ア
を
自
由
に

使
え
る
よ
う
な
住
宅
を
つ
く
り
た
い
で

す
ね
。
構
造
物
と
し
て
、
そ
れ
に
対
応

す
る
よ
う
枢
体
を
し
っ
か
り
と
つ
く
り

ま
す
か
ら
。
住
む
人
が
自
由
に
コ
ー
デ
ィ

ネ
イ
ト
で
き
る
住
宅
で
す
。
本
当
の
住

ま
い
と
い
う
も
の
は
、
我
々
が
お
仕
着

せ
で
き
な
い
も
の
な
の
で
す
。
我
々
が

住
み
方
を
限
定
し
て
き
た
か
ら
、
人
間

関
係
も
お
か
し
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
と
反
省
し
て
い
ま
す
。

マ
ン
シ
ョ
ン
は
引
き
渡
し
た
あ
と
は
、

我
々
が
口
を
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

か
ら
、
そ
れ
ま
で
に
い
ろ
い
ろ
な
仕
掛

け
を
つ
く
る
の
で
す
が
、
そ
れ
を
上
手

く
利
用
し
て
も
ら
え
な
い
と
い
う
悔
し

さ
も
あ
る
の
で
す
。
だ
か
ら
我
々
も
、

も
っ
と
住
ま
い
の
活
用
法
、
我
々
の
意

志
を
、
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
だ
と
思
い
ま
す
。
和
田
家
も
７
０

０
年
近
く
、
神
戸
に
お
世
話
に
な
っ
て

き
て
、
可
愛
が
っ
て
い
た
だ
い
て
き
ま

し
た
。
そ
ろ
そ
ろ
、
何
か
の
形
で
お
返

し
を
し
な
け
れ
ば
と
い
う
気
持
ち
は
大

き
い
で
す
ね
。

ｌ
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
展
開
を
し

て
い
く
予
定
で
す
か
。

和
田
つ
い
最
近
ま
で
、
マ
ン
シ
ョ
ン

開
発
は
、
プ
レ
イ
ス
（
土
地
）
、
プ
ラ

イ
ス
（
価
格
）
、
プ
ラ
ン
（
企
画
）
だ

け
だ
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
。
あ
と
は

勘
と
度
胸
と
、
運
と
資
金
調
達
力
が
あ

れ
ば
成
り
立
つ
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
が
、
僕
が
忘
れ
て
い
た
も

の
が
あ
っ
た
の
で
す
。
プ
ロ
ダ
ク
ト
で

す
。
デ
ザ
イ
ン
が
上
手
く
い
か
な
け
れ

ば
、
な
か
な
か
目
を
引
く
こ
と
が
で
き

ず
に
売
れ
な
い
の
で
す
が
、
自
動
車
で

い
ち
ば
ん
大
事
な
の
は
エ
ン
ジ
ン
で
す
。

建
物
で
い
ち
ば
ん
大
事
な
の
は
、
枢
体

な
の
で
す
。
内
装
な
ん
て
何
度
で
も
や

り
直
せ
る
の
で
す
か
ら
。
本
当
の
建
物

の
、
原
点
の
部
分
を
ど
う
つ
く
り
あ
げ

る
か
を
、
こ
れ
か
ら
や
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
と
思
う
の
で
す
。

そ
れ
を
や
る
こ
と
に
よ
り
、
１
０
０
年

保
つ
住
宅
が
で
き
る
の
で
す
。
ド
イ
ツ

で
は
、
戦
後
に
で
き
た
築
何
十
年
か
の

住
宅
が
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
に
な
ら
ず
に
ど

ん
ど
ん
良
く
な
っ
て
い
る
ら
し
い
で
す
。

住
ん
で
い
る
方
が
い
ろ
い
ろ
と
手
を
加

え
て
、
ど
ん
ど
ん
と
良
く
な
る
の
で
す
。

ア
メ
リ
カ
で
も
１
０
０
年
の
住
宅
が
、

し
っ
か
り
流
通
し
て
い
ま
す
。
日
本
の

場
合
、
最
近
の
デ
ー
タ
で
も
住
宅
の
耐

用
年
数
（
寿
命
）
が
訓
年
な
の
で
す
。

こ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
て
は
駄
目
で
す

よ
ね
。
だ
か
ら
こ
そ
プ
ロ
ダ
ク
ト
（
も

の
作
り
）
の
原
点
に
戻
ろ
う
と
思
う
の

可
愛
が
っ
て
く
れ
た
神
戸
に

お
返
し
の
気
持
ち

で
す
。
住
ま
い
に
愛
着
心
を
持
っ
て
い

た
だ
き
、
人
間
と
人
間
の
環
境
が
で
き

あ
が
っ
て
い
く
の
で
す
。
環
境
の
仕
掛

け
づ
く
り
を
我
々
が
や
っ
て
い
く
た
め

に
は
、
ま
ず
良
い
も
の
を
つ
く
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
単
に
デ
ザ

イ
ン
、
機
能
に
依
る
の
で
は
な
く
、
根

本
が
大
切
な
の
で
す
。

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



Uli

唱哩ＪｌＤＤ垂Ｉ可IIＮＣ

じ
る
ア
レ
ッ
ク
ス
の
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
サ
ロ
ン
と
バ
リ
の
よ
う
な
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ

ク
サ
ロ
ン
が
話
題
で
す
ね

今
、
ア
レ
ッ
ク
ス
の
経
営
す
る
台
北
の
店
を
設
計
中
で
す
。
私
が
考
え

る
創
世
紀
の
イ
ン
テ
リ
ア
は
、
店
舗
の
設
計
・
施
工
と
い
う
ハ
ー
ド
か
ら

ソ
フ
ト
戦
略
ま
で
一
貫
し
て
手
が
け
、
５
感
で
は
な
く
“
こ
こ
ろ
〃
第
６

感
の
ハ
ー
ト
で
発
想
し
、
〃
空
間
の
賛
沢
″
さ
を
実
現
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス

テ
ィ
ッ
ク
な
デ
ザ
イ
ン
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
お
客
様
の
利
益
を
考
え
る

経
済
性
と
、
そ
こ
で
働
く
ス
タ
ッ
フ
の
能
力
を
引
き
出
す
こ
と
、
企
業
市

民
と
し
て
の
魅
力
あ
る
空
間
づ
く
り
が
、
ま
ち
づ
く
り
に
も
貢
献
す
る
。

と
い
う
３
つ
の
企
業
理
念
の
も
と
に
旧
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

粋
な
ヒ
ゲ
が
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
の
、
心
優
し
き
（
株
）
ア
イ
ラ
ン
ド
・
デ

ザ
イ
ン
の
山
内
恒
男
社
長
。
伯
周
年
を
迎
え
て
坂
の
ト
ア
ロ
ー
ド
東
昌
ビ

ル
３
Ｆ
に
訪
ね
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

ｌ
発
祥
の
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
か
ら
ト
ア
ロ
ー
ド
ヘ
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
感

加
年
を
迎
え
た
ア
イ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

〃
感
動
デ
ザ
イ
‐
ン
〃
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

山
内
恒
男
さ
ん
を
訪
ね
て

2６

ク
に
住
む
、
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
に
住
む
楽
し
さ
で
す
よ
。

居
留
地
に
も
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
を
建
て
て
、
観
光
都
市
だ
け
ど
、
住
宅

都
市
に
し
な
く
て
は
…
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
上
海
、
香
港
、
台
北
の
よ
う
な
ア

ジ
ア
の
大
都
会
で
は
お
店
も
デ
パ
ー
ト
も
深
夜
ま
で
営
業
し
て
い
ま
す
よ
。

神
戸
の
人
は
寝
す
ぎ
、
眠
っ
て
い
る
。
（
笑
）
セ
ン
タ
ー
街
も
元
町
も
制

時
頃
ま
で
開
け
て
２
交
替
に
す
れ
ば
人
の
就
職
口
も
増
え
る
し
、
パ
ー
・

レ
ス
ト
ラ
ン
も
活
性
化
し
ま
す
よ
。
こ
れ
か
ら
は
、
街
に
住
ん
で
、
街
で

食
事
や
お
酒
を
楽
し
み
、
映
画
や
コ
ン
サ
ー
ト
に
も
行
け
る
。
私
は
こ
れ

ぞ
神
戸
だ
と
思
う
ん
で
す
。
店
舗
の
よ
う
に
お
し
ゃ
れ
な
住
ま
い
づ
く
り

と
街
づ
く
り
を
、
こ
れ
か
ら
し
っ
か
り
や
っ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

代表取締役山内恒男

ｌ
山
内
社
長
の
デ
ザ
イ
ン
に
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
パ
ワ
ー
と
、
透
明
さ
を

感
じ
ま
す
ね
。

私
は
大
阪
芸
大
か
ら
タ
カ
ラ
ス
ペ
ー
ス
（
株
）
に
入
社
し
て
、
１
９
７
８

年
に
タ
カ
ラ
ベ
ル
モ
ン
ト
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ｉ
ｎ
ｃ
へ
出
向
し
、
Ｌ
Ａ
へ

勤
務
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
本
店
と
、
ア
メ
リ
カ
で
ス
ペ
ー
ス
デ
ザ
イ
ン

を
や
り
ま
し
た
。
日
本
と
は
違
う
そ
の
広
大
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
、
単
な
る

モ
ノ
の
豊
か
さ
で
は
な
い
〃
本
物
の
豊
か
さ
〃
を
肌
で
感
じ
ま
し
た
。
同

時
に
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
自
己
満
足
だ
け
で
終
わ
ら
せ
ず
、
お
客
様
の
利
益
を

伸
ば
す
こ
と
が
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
力
を
伸
ば
す
こ
と
で
も
あ
る
ん
で
す
よ
。

ア
メ
リ
カ
の
体
験
は
、
私
に
デ
ザ
イ
ン
を
よ
り
大
き
な
世
界
で
グ
ロ
ー
バ

ル
に
と
ら
え
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
ね
。
帰
国
後
、
数
多
く
の
一

流
ホ
テ
ル
で
美
容
室
や
着
付
室
、
そ
れ
に
歯
科
医
院
な
ど
を
て
が
け
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
さ
せ
て
い
た
だ
い
ま
し
た
。

１
１
９
９
３
年
に
独
立
さ
れ
て
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
で
創
設
さ
れ
た
〃
ア
イ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
〃
も
ア
メ
リ
カ
流
で
す
ね

そ
う
私
は
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
に
、
海
が
あ
っ
て
ビ
ー
チ
が
あ
っ
て
〃
ア

ォ
イ
ァ
〃
も
あ
っ
て
Ｌ
Ａ
の
西
海
岸
み
た
い
だ
な
あ
（
笑
）
・
神
戸
市
と

仲
良
く
と
マ
リ
ン
パ
ー
ク
駅
近
く
の
事
務
所
ビ
ル
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

大
震
災
で
随
分
か
わ
り
ま
し
た
。
今
は
ト
ア
ロ
ｉ
ド
で
す
。

ア
レ
ッ
ク
ス
の
楊
社
長
と
は
、
お
互
い
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
が
で
き
る
間
柄
で
、
お
客
様
と
の
交
流
が
あ
っ
て
こ
そ
、
あ
ら

ゆ
る
側
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
私
た
ち
が
必
要
な
時
代
な
ん
だ
と
思
い

ま
す
ね
。

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
、
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
ま
で
〃
継
続

は
力
な
り
感
動
デ
ザ
イ
ン
〃
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
不
透
明
で
先
の
見
え
な
い

時
代
と
い
わ
れ
る
今
こ
そ
〃
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
カ
″
が
発
揮
で
き
、
繁
盛
す

る
店
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
を
お
手
伝
い
出
来
る
と
思
い
ま
す
。

ｌ
落
ち
込
ん
で
る
神
戸
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
…
。

神
戸
の
活
性
化
は
何
が
ポ
イ
ン
ト
と
い
う
と
〃
住
む
“
大
切
さ
で
す
よ
。

街
に
住
む
楽
し
さ
、
都
会
に
住
む
楽
し
さ
。
パ
リ
に
住
む
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
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アイランドデザインは､２００３年の今年

創立１０周年を迎えました。

みなさまのご協力により､数々のデザインを

生み出すことができました。

あらためて､感謝いたします

ﾛ。､

2７

株式会社アイランドデザイン

本社:〒650-ＯＯ１１神戸市中央区下山手通2-13-7束昌ビル3ＦPhone:O78-B21-BgglFAX:O7B-B21Bg93

大阪オフィス:〒550-0013大阪市西区新町1-6-22新町新興産ビルSF-DPhone:O6-S534-7701FAX:O6-65347702

Email:info＠island曇design・ＣＯjｐhttp://www､island-design､coJp

ＥLAND回匡二IEmJlNC

琴

一
一

Ⅱ皿

管鐸＝Ｌ

畠電さ

_=雲豊

琴i湊誕雲董戸

亜副堕醗
■

野
網

一
一
》
墨

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



直
火
釜
で

§鍵

色

新生公司のギフト通信販売

●電話でどうぞ…●封書でどうぞ…●ファクシミリでどうぞ…

感078(391)4011駕幾鮮駕駕駕蕊箭禰瀞r鰯翁選りく種い・
畷078(391)5859晶名……記の上､封書でご送付下さい。

雷新生公司識溌織灘灘§

諾
〃
じ
っ
く
り
〃
と
焼
き
あ
げ
た
幸
窪
迫
り
の
焼
豚

ご
贈
答
品
に
！
綴

お
み
や
げ
に
１

地
方
発
送
承
り
中
！

神
戸
元
町
に
う
ま
い
も
の
発
見
１
．

新
鮮
な
豚
肉
と
秘
伝
の
タ
レ
に

〃
た
っ
ぷ
り
〃
と
漬
け
込
み
、
特
製
の

啓
励

＜ゆり手造りﾛーｽ焼豚(,奉
唾

聖‘翌屡垣-基…
手造り焼豚(1本)と
特選ロースハム(1本)と
豚肉味ﾛ曽潰〈5枚）

…皇遣I畷
礁擢ロースハム鱈1封

。
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｢ケーブルカー｣と｢ロープウェー｣を乗り継いでお

楽しみいただける｢夢散歩｣、その名にふさわしい

神戸の眺望､そして緑深き原生林。

摩耶山にはその名の由来とされる摩耶夫人像をま

つった天上寺や､六甲山牧場､大阪湾のパノラマ

を楽しめる掬星台と見所も豊富｡また､山頂からの

豊富なハイキングコースは四季の自然を存分に満

喫していただけます。

望

［●交通のご案内］

KOBEMAMAkCAR1F&ROPEVWly

畷

鍵

(財)神戸市都市整備公社
ロープウェー事業部営業課ＴＥＬ(078)271-1160

http:"WWW.､rjp,com/Seibi／

【●お問い合せは〕

毒
⑱

｡

●ＪＲ･阪急･阪神･市営地下鉄三宮駅より市バス⑱系統｢摩耶ケーブル下駅｣下車すぐ'(所
要時間約20分）

市バス②系統｢観音寺駅｣下車北へ徒歩約４００ｍ(所要時間約30分）
、阪急王子公園駅より／北へ徒歩約1000ｍ(所要時間約30分）
⑧JR灘駅より／北へ徒歩約1500ｍ(所要時間約45分）
③JR六甲道駅より／市バス⑱緊統｢庶耶ｹー ブﾙ下駅｣下車すぐ(所要時間約25分）
③阪急六甲駅より／市バス⑱系統｢摩耶ケーブル下駅｣下車すぐ(所要時間約20分）

市バス②系統｢観音寺駅｣下車北へ徒歩約400ｍ(所要時間約30分）
※駐車場がありませんので､公共交通機関をご利用ください｡

ま
魂匹

【●運賃表

ほやロープウェー）

Kmll弓ＭＡＷｋｒＡｍＦ庇ＡＲ＆ＲＯＰＥｗＷ

●夏休み中(7/19~8/30)は､終発が22:00になります宮

》

閏

厘馨謬撤郡｡。
「‘

０●運行ダイヤ

)は小人運賃

､読睡霞1題画瞳夢琴園垂』巽

９

ＣＷＺＣＤｐ

編輯､

駕溌蕊蹴溌

鶴
魁一

唖

※車内でのご飲食･喫

煙･携帯電話のご使用
はこ撞慮ください。

線別

駅別

片逝

往掴

ケーブル線

味郭ケーブル駅F-虹の駅同

430円(220円）

860円〔430円）

ロープウェ･線

虹の訳～毎の態間

430円〈220円）

860円(430円〕

全区間

厚珊ｹｰブﾙ駅~星の駅間

860円(430円）

1500円(750円］

季施別ダイヤ

春
秋

夏

弐
一

f溝

3尼O～刀19
9/1～11ﾉ3０

7値0～副3１

1コ1～Ⅳ1９

匝転間隔は20分毎です｡乗署

平日

土日祝

日
《
一
一

全 日

ケーブル殿一
両をＩｆＯ二－齢、､Ｈ１苫･iKT打､ｎ画

始発

9:２

9２

9浬

9:２

０

０

０

０

多数の時はピストン運転いたし議す。

〔星の識錘謹〕
17:４

2020

21:０

1７２４

17220）

9:40）

Og40）

7:20）

ロープウェー線
』主炉全、Qひ臓■Ｂご■寺凸凹ﾛ強

始 罷

９超０

9３０

９超０

９名０

終発

１７:3０

１９:5０

20:5０

１７画０

0（

0（
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皿
一
虹
糾
世
帯
帝
匝
呈

璽Ｉ

(鯉屋

☆美と健康シリーズ値

i

iiIl′
~Ｉ

ス
ー
パ
ー
ル
テ
イ
ン
で
変
っ
た
愛
の
人
生

河
合
雅
世
さ
ん
に
聞
く

（
株
）
ヒ
カ
ル
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
代
表
取
締
役

絶
望
か
ら
希
望
へ
。
経
済
破
綻
の
シ
ョ
ッ
ク
、
さ
ら
に
阪
う
こ
と
で
す
ね
。

神
大
震
災
で
親
友
を
亡
く
し
、
精
神
ズ
タ
ズ
タ
か
ら
、
難
病
、
私
は
１
月
Ⅳ
日
生
れ
、
阪
神
大
震
災
の
前
日
、
乗
馬
ク
ラ

そ
し
て
失
明
の
危
機
か
ら
、
死
を
決
意
し
た
日
々
、
知
人
か
ブ
の
仲
間
と
食
事
を
し
、
お
酒
を
飲
ん
だ
の
で
、
車
を
三
宮

ら
の
す
す
め
で
、
外
資
系
の
サ
プ
リ
メ
ン
ト
と
出
会
い
、
少
駅
近
く
の
置
い
て
帰
宅
し
ま
し
た
。
す
る
と
翌
日
の
あ
の
震

し
ず
つ
病
か
ら
脱
出
、
で
も
失
明
と
死
へ
の
不
安
、
恐
怖
は
災
、
車
も
駄
目
で
し
た
。
そ
し
て
２
月
４
日
、
朝
目
を
さ
ま

癒
え
な
か
っ
た
。
２
年
半
前
、
ス
ー
パ
ー
ル
テ
イ
ン
と
出
会
す
と
、
右
目
は
何
も
見
え
ず
、
左
目
は
わ
ず
か
な
視
力
で
し

い
、
目
を
見
張
る
ほ
ど
に
身
体
も
、
特
に
目
が
改
善
、
感
謝
た
．
い
る
い
ゑ
兇
は
あ
っ
た
け
れ
ど
、
更
箭
か
な
と
霊
・

の
日
々
を
送
っ
て
い
る
河
合
雅
世
さ
ん
。

ｌ
大
変
で
し
た
ね

Ｉ
ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病
発
症
は
い
つ
頃
で
す
か
？
河
合
そ
う
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
．
私
の
そ
れ
ま
で
の
人
生
に

河
合
８
年
半
前
で
す
。
ち
ょ
う
ど
卵
歳
の
時
で
す
。
ス
ト
と
っ
て
必
要
な
も
の
、
大
切
な
も
の
を
全
て
一
度
に
無
く
し

レ
ス
が
原
因
で
す
か
ら
、
誰
で
も
老
若
男
女
な
り
う
る
と
い
ま
し
た
。
健
康
そ
の
も
の
も
で
す
。
そ
し
て
親
友
ま
で
も
。

Ｉ１
ｎｒ 宮Ｉ

旺園

△神戸の“老房,’で河合雅世さん（カメラ米田英男）

下はトアロード“リップル”で芝邦子さん、河合さん、本誌小泉
（カメラ菊池満）

３０

塞
一
雲

癖
一
審

一
《
．
》

竪雪
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マ
マ
も
一
時
大
変
な
時
が
あ
っ
た
け
れ
ど
、
い
つ
の
ま
に
か
、

精
神
と
社
会
の
バ
ラ
ン
ス
が
狂
い
、
家
族
や
ま
わ
り
の
人
達

に
迷
惑
や
心
配
を
か
け
ま
す
よ
ね
。
人
生
全
て
バ
ラ
ン
ス
が

大
切
な
ん
で
す
よ
ね
。
皆
さ
ん
に
ス
ー
パ
ー
ル
テ
イ
ン
の
情

報
を
伝
え
て
、
愛
あ
る
お
金
を
持
つ
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
ね
。
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ー
プ
ラ
ス
と
い
う
仕
事
の
中

で
生
か
さ
れ
て
価
値
観
が
同
じ
人
々
と
手
に
手
を
取
っ
て
助

け
合
っ
て
、
自
分
た
ち
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
つ
く
っ
て
い
く
こ

と
が
出
来
れ
ば
最
高
で
す
ね
。
人
生
リ
セ
ッ
ト
し
た
意
味
が

あ
り
ま
す
よ
ね
。
朝
、
目
を
覚
ま
す
と
ベ
ラ
ン
ダ
に
小
さ
な

花
々
が
咲
き
乱
れ
て
、
黄
色
、
赤
、
紫
や
カ
ラ
ー
で
モ
ノ
が

見
え
、
歩
け
て
、
話
せ
て
、
モ
ノ
が
持
て
る
こ
と
の
あ
り
が

た
さ
。
ま
あ
、
何
て
あ
り
が
た
い
ん
だ
ろ
う
と
。
で
す
か
ら

今
、
何
が
あ
っ
て
も
私
は
動
じ
ま
せ
ん
。
ビ
ジ
ネ
ス
の
中
で
嫌

な
こ
と
、
大
変
な
こ
と
も
時
に
は
あ
り
ま
す
よ
ね
。
私
は
ス
ー

パ
ー
ル
テ
イ
ン
に
人
生
的
使
命
を
見
出
し
て
い
ま
す
。
き
っ

と
、
私
の
よ
う
な
人
が
い
る
に
違
い
な
い
、
未
知
へ
の
遭
遇

な
ん
で
す
。
誰
も
が
、
人
生
段
差
で
つ
ま
づ
く
事
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
段
差
を
う
め
る
手
助
け
が
出
来
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

今
、
最
愛
の
娘
は
ロ
ン
ド
ン
在
住
で
す
。
母
の
日
の
カ
ー

心
似
の
可
愛
い
子
供
を
産
ん
だ
こ
と
か
な
？
私
も
、
も
つ
と
が

ま
た
仕
事
で
大
成
功
。
い
つ
ま
で
も
元
気
で
か
っ
こ
い
い
マ

最
高
の
か
け
が
え
の
な
い
『
愛
』
、
何
に
も
優
る
『
栄
菱
素
」

な
ん
で
す
。
も
つ
か
幸
せ
で
す
。

ん
ぱ
っ
て
み
ま
す
。
マ
マ
い
つ
も
あ
り
が
と
う
。
』

ド
が
届
き
ま
し
た
。
「
４
月
の
里
帰
り
本
当
に
楽
し
か
っ
た
！

マ
で
い
て
下
さ
い
。
私
の
唯
一
の
親
孝
行
と
い
え
ば
、
マ
マ

そ
れ
ま
で
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
日
本
を
行
き
来
の
生
活

で
う
ま
く
い
っ
て
い
た
の
が
、
震
災
で
の
親
友
の
死
と
、
経

済
破
綻
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
そ
れ
が
原
因
で
過
度
な
ス
ト
レ

ス
で
す
。
明
日
か
ら
ど
う
し
よ
う
？
っ
て
眠
れ
ぬ
日
々
が
続

き
ま
し
た
。
資
産
全
て
を
無
く
し
、
そ
の
上
突
然
６
千
万
円

の
負
債
で
す
。
人
生
何
が
あ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
ね
。

ｌ
ス
ー
パ
ー
ル
テ
イ
ン
と
は
何
が
き
っ
か
け
で
出
会
っ
た

の
で
す
か
？

河
合
２
年
半
前
、
友
人
が
「
目
に
い
い
も
の
見
つ
け
た
よ
」

だ
っ
た
ん
で
す
。
『
目
」
っ
て
い
わ
れ
た
の
で
飛
び
つ
い
た

（
笑
）
・
そ
れ
ま
で
の
６
年
間
は
外
資
系
の
サ
プ
リ
メ
ン
ト

の
お
か
げ
で
少
し
づ
っ
体
調
が
整
っ
て
い
た
の
で
、
栄
養
素

の
重
要
性
は
私
の
細
胞
が
分
か
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
『
気

力
」
『
や
る
気
」
が
出
て
い
る
ん
だ
し
。
外
資
系
の
サ
プ
リ

メ
ン
ト
の
時
は
、
い
つ
の
ま
に
か
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
た
自
分
が
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
生

活
も
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。
こ
の
体
で
こ
の
年
で

働
け
る
所
な
ん
て
な
い
で
す
ね
。
パ
ー
ト
に
い
け
ば
皿
洗
い

ぐ
ら
い
か
な
？
私
の
場
合
は
皿
割
り
す
る
ぐ
ら
い
で
１
日
で

だ
め
で
す
ね
（
笑
）
。
ま
し
て
、
こ
ん
な
不
景
気
な
明
日
の

読
め
な
い
社
会
情
勢
で
す
よ
ね
。
で
す
か
ら
い
つ
も
私
の
心

の
片
隅
に
「
死
』
と
い
う
文
字
は
消
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
自
殺
の
最
大
の
原
因
は
、
人
生
途
中
失
明
と
経

済
の
破
綻
な
ん
で
す
ね
。
私
は
一
度
に
こ
の
２
つ
が
押
し
寄

せ
た
ん
で
す
。
そ
し
て
気
付
い
た
ん
で
す
。
完
毒
聖
と
『
水
』

と
『
お
金
』
、
た
め
る
と
に
ご
る
っ
て
！
人
間
と
こ
と
ん
ま

で
い
か
な
い
と
分
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
ん
だ
な
と
。

ｌ
今
は
ど
う
で
す
か
？

河
合
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ー
プ
ラ
ス
の
ス
ー
パ
ー
ル
テ
イ
ン
で
、

人
生
が
変
わ
り
ま
し
た
。
体
調
も
、
発
症
す
る
８
年
前
よ
り

調
子
が
い
い
で
す
。
そ
し
て
失
明
の
恐
怖
で
苦
し
ん
だ
目
は

今
、
両
眼
１
．
２
で
す
。
感
謝
と
し
か
い
い
よ
う
が
あ
り
ま
せ

ん
。
お
金
で
愛
は
買
え
な
い
け
れ
ど
、
お
金
で
愛
を
表
す
こ

と
は
で
き
る
。
『
身
体
』
と
『
経
済
』
の
健
康
を
崩
す
と
、

Ｎ
Ｐ
特
別
健
康
セ
ミ
ナ
ー

河
合
雅
世
／
芝
邦
子
雨
鑑
継
鎚
癖
潅
緬
躍
／
小
林
夫
妻
／
金

中
華
会
館
７
Ｆ
ホ
ー
ル
｜
｜
神
戸
国
際
会
館
９
Ｆ
大
会
場

８
月
相
日
（
日
）
Ｐ
Ｍ
１
時
－
９
月
料
日
（
日
）
Ｐ
Ｍ
１
時

娘
か
ら
届
い
た
母
の
日
の
カ
ー
ド
。
私
の
人
生
に
と
っ
て

Ｌ
(株）ヒカルインターナショナル〒550-0015大阪市西区南堀江1丁目14-30

GIZA堀江公園1001号画06-6538-7455画06-6538-7456
ＵＲＬhttp://www､hikaru-cIub,com

31
e-mailkm＠hikaru-cIub､com
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